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１ はじめに  

夏真っ盛りの中を、会員の皆様には各方面でご活躍なさっている様子が各地から聞こえてきます.  

今回のニュースレターでは，第 7回大阪大会の詳細が決まりましたのでご案内します.  多くの研究発表申し込みを

頂いた研究発表会プログラムとスケジュール等 応用生態工学会 第 17回大会案内（大阪大会）のすべてを紹介して

います.  

このほか、6月 1日から 30日のまでの間に応募いただいた、役員改選に関する次期役員候補について、次期役員候

補･推薦委員会から、結果の公示文などを中心にお伝えします.  

 

第 7回大阪大会の 4日目は、応用生態工学会 第 17回総会のご案内です.  

 

応用生態工学会 第 17回 総会開催案内 

   応用生態工学会総会は下記で開催いたします.  正会員の皆様のご出席をお願いします.  

 

第 17回総会は、応用生態工学会 第 17回大会（大阪大会）の第 4日目 

１. 日時：平成 25年 9月 21日(土)  10：30～11：30 

２. 場所：大阪府立大学 I - site なんば（大阪市浪速区敷津東 2丁目 1番 41号 南海なんば 

第 1ビル）、C1,C2,C3会場 

 

       なお、総会の成立には正会員の 1/5 の出席が必要です. 総会に欠席される正会員の方は，す 

でに送信、送付済みの，送付する委任状及び第９期役員信任投票用紙（電子メールまたはハガキ） 

に必要事項を記入の上，9 月 2 日(金)までに、事務局までご返信くださいますようお願い致します． 

なお総会資料は，8月 25日にホームページ上で公開する予定ですので，ご確認ください 
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２ 第 17回大会案内（大阪大会） 

応用生態工学会 第 17回大会案内（大阪大会） 

2013年（平成 25年）9月 18日（水）～9月 21日（土） 

第 17回総会・研究発表会・公開シンポジウム･自由集会・エクスカーション 

 

１．大会概要 

≢│ 2013( 25) 9 18 ( ) 21 ( )⌐ ⌐≡ 17 ╩ ⇔╕∆  

9 19 ( ) 20 ( )⌐ ╦╣╢ ≢│ 45 ─ 70 ─ⱳ☻♃כ ⅜ ╦╣╕∆ ╕√

≢│ ─╙─╙ ╘ 9≈─ ⅜ ↕╣≡™╕∆  

9 21 ( )⌐│ ◦fiⱳ☺►ⱶₐ ─ ≤ ╩ ⅎ╢ₑ╩ ⇔╕∆ ≤⇔≡

─ ⌐ ⅜ ↄ ╩ ∆╢ ╩ⱨ▫כꜟ♪⌐ ─ ⅛╠ ┼─ ╛

⸗♬♃ꜞfi◓╩ ↕╣≡⅝√ ▪☺▪ⱬfi♩☻ ─ ≢№╢Bae YeonJae ╩⅔ ⅝

⇔₈ ─ ≤∕─ ₉⌐≈™≡ ⅝ ─ ה ≤─ ⌂ ╩ ⅎ╢◦fiⱳ☺►

ⱶ≤⇔√™≤ ⅎ≡⅔╡╕∆ ↓─◦fiⱳ☺►ⱶ│ ─ ╩ ↑≡ ⇔ ⌐╙ ⇔╕∆  

─ ─9 18 ( )⌐│ ╛ ≢─ ה ⌂≥╩ ⇔ ─ ≤ ⌐

≈™≡ ⅎ╢◄◒☻◌כ◦ꜛfi╩ ™╕∆  

⌂⅔ │ (CPD)ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ↕╣≡™╕∆  

 

【会場】 

ה ה ◦fiⱳ☺►ⱶ -site⌂╪┌ 

 2 1 41  ⌂╪┌ 1ⱦ  ꜟ

 06-7665-0441  

 URL http://www.osakafu -u.ac.jp/isitenanba/map/index.html  

 

【大会日程】 

9月 18日（水） 

11  ☻כ◖☻fi  ᵑⱣꜛ◦כ◌☻◒◄ה  00~17 00 

            ᵒ 16   ☻כ◖ 00~18 00 

 

9月 19日（木） 

ה  ₈o ₓ ≤ ₉         09 00 12 00  3  

ה  ₈♄ⱶ ₉                     09 30 11 30  2  

ה  ₈ ↕⌂ ⅜ ╩ ℮₉             09 30 11 30  1  

כ♃☻ⱳה  ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi                   12 30 14 00  1 2 3  

ⱶ▬♃▪◖כ♃☻ⱳה                          14 00 15 00  ꜡ⱦכ 

ⱶ▬♃▪◖כ♃☻ⱳה                          15 00 16 00  ꜡ⱦכ 

ה  ₈o ₓ ≤ ₉               16 00 19 00  3  

ה  ₈ ─ ΅ ≤ ╩ ≤⇔≡΅₉ 16 00 18 00  2  

ה  ₈♄ⱶ fiכ♩◖◄ ─ ₉      16 00 18 00  1  

 

─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ─ 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ↕╣≡™╕∆⁹ 

3.6   ☻כ◖☻fi Ᵽꜛ◦כ◌☻◒◄ 9/18  

1.8   ☻כ◖     

Ᵽ☻    4.3  

ה 9/19   8.0   

ה 9/20   8.0  

9/21 ◦fiⱳ☺►ⱶ                3.0  

CPD │⁸ ⌐ ↕╣√ ─ ≤⇔╕∆

 

http://www.osakafu-u.ac.jp/isitenanba/map/index.html
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9月 20日（金） 

ה                                09 30 12 00  1 3  

                                    13 00 15 15  1 3  

ה  ₈ ⌐ │≥─╟℮⌂ ⅜≢⅝╢─⅛ ≢─ ╡ ╖₉ 

                               15 30 17 30  1  

ה  ₈  ♥◐☻♩ ₉           15 30 17 30  2  

ה  ₈ ⌐⅔↑╢ ⸗♦ꜟ₉              15 30 17 30  3  

ה                                 17 30 20 00  ꜡ⱦכ 

 

9月 21日（土） 

ה                                  10 30 11 30 1 2 3  

ה  ◦fiⱳ☺►ⱶ₈ ─ ≤ ╩ ⅎ╢₉        13 00 16 00 1 2 3  

*******************************************************************************************************  

＜参加／発表される皆様へ＞ 

《受付》 

) 18 9ה │fiꜛ◦כ◌☻◒◄─( ─☻כ◖ ─30 ╟╡ ─ ╩ ⇔╕∆ ᵑⱣ☻◖10:30 ☻כ

Ᵽ☻ ,o 15:30 ☻כ◖  

) 19 9ה )│ 9:00 ⅛╠ ─ ╩ ⇔╕∆ 19 ( )─ │ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ↕╣╕∆ ╘⌐

╩⅔ ╕∑ↄ∞↕™  

) 20 9ה )│ 9:00 ⅛╠ ─ ╩ ⇔╕∆ ─Ɽ꞉כⱳ▬fi♩ⱨ□▬ꜟ─ │8:30⅛╠ ™╕∆⁹ 

ה │2 ꜡ⱦכ≢ ™╕∆ ╩⅔ ⇔⇔╕∆─≢ ≢│ ∏ ╩ ↑≡ↄ∞↕™  

ה │ 6,000 3,000 10,000 ⌐│ ─ ⅜ ╕╣╕∆

│ 5,000 ≢∆ ╩☻ⱶכ☼⌐ ℮√╘ ⅔╟┘ ⌐↔ ↄ∞↕™

│ ╘ ╡╕⇔√⅜ │ ≢∆  

) 21 9ה )─ │ 10:00 ⅛╠ ─ ╩ ⇔╕∆  

) 21 9ה )─ ◦fiⱳ☺►ⱶ│ 12:30 ⅛╠ ─ ╩ ⇔╕∆ ◦fiⱳ☺►ⱶ─╖⌐ ↕╣╢ │

≢∆  

《口頭発表される方へ》 

ה │ ≡ ⅎ ↑─Ɽ♁◖fi≤ ⱪ꜡☺▼◒♃כ≢ ™╕∆ Ɽ♁◖fi─ ∟ ╖│≢⅝╕∑╪ OS │

Windows 7 ⱪ꜠♀fifi♥כ◦ꜛfi♁ⱨ♩│Power Point 2010 Office 2010 ≢∆ Mac ™Ᵽכ☺ꜛfi─Power Point

№╢™│∕─ ─♁ⱨ♩≢ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩ ↕╣╢ │ ⌐Power Point 2010 ≢ ∆╢⅛ ╩ ∫

≡ↄ∞↕™ ╩ ↕╣╢ │ ⌐ ⇔ ≡ↄ∞↕™ ╕√ ⅎ ↑─Ɽ♁◖fi│ ─Windows 7 

≢ ⌐▬fi☻♩כꜟ↕╣≡™╢ⱨ◊fi♩─╖⅜ ≢⅝╕∆  

│ꜟ▬□ⱳ▬fi♩─ⱨכⱤ꞉ה ╩ⱨ□▬ꜟ ≤⇔ ─ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕™ ⱨ□▬ꜟ│►▫ꜟ☻

⌐ ⇔≡™⌂™↓≤╩ ─℮ⅎ USB ⱷ⸗ꜞ CD-R≢ ⇔≡ↄ∞↕™ MO DVD CD-RW│

│ ─≤⅔╡≢∆  

9 月 20 日(金)  午前セッション（A,B,E,F） 9: 00 まで 

 午後セッション（C,D,G,H,I,J ） 12: 00 まで 
 

ה │ 12 3 ─ 15 ≢∆ 1 10 2 12 3 14 30 ≢∆
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⌐↔ ↄ∞↕™  

─Ɽ♁◖fiה │ ⌐ ⅜ ™╕∆⅜ ≢ ↕╣╢ │ ⌐⅔ ⅎↄ∞↕™  

《ポスター発表される方へ》 

כ♃☻ⱳה ─ │ ⅔╟┘꜡ⱦכ≢∆ ⱤⱠꜟ⌐ⱳ☻♃כ ╩ ╡ ↑≡™╕∆─≢ ↔ ─

─ⱤⱠꜟ⌐ⱳ☻♃כ╩ ╡ ↑≡ↄ∞↕™  

│כ♃☻ⱳה 90 cm 180 cm ─◘▬☼≢ ⇔≡ ↕™ √∞⇔ ─◘▬☼│ ⅛╠─ⱤⱠꜟ ↕─√╘

╛∆™ ⌐ ╡ ↑╠╣╢ⱳ☻♃כ◘▬☼╩⅔ ╘⇔╕∆ A0  841 mm×1189mm╩ ⇔╕∆  

─כ♃☻ⱳה ⌐ ה ה ╩ ™≡ↄ∞↕™ ⅜ ─ │ ─ ─ ⌐ủ ╩ ↑

≡ ↕™  

─כ♃☻ⱳה │ 9 19 ( ) 20 ( )─ ≤⇔ 19 ( )─ 9:00 12:00 ─ ⌐ ≢ ⇔

≡ ↕™ 19 ( )─9:00 12:00 ─ ─ ⅜ ⌂ │ ◖▪♃▬ⱶ ╩ ↑√ ⌂ ╡ ™ ⌐ ∆

╢╟℮⅔ ™⇔╕∆  

9ה 19 ( )12:30~14:00⌐ⱳ☻♃כ ─ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩ ∫≡™√∞⅝╕∆ ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi│ 1 1

≢⅔ ™⇔╕∆ ∆╢Ɽ꞉כⱳ▬fi♩─ⱨ□▬ꜟ│ ╩ⱨ□▬ꜟ ≤⇔ ─ ⌐ ⇔

≡ↄ∞↕™ ⱨ□▬ꜟ│►▫ꜟ☻⌐ ⇔≡™⌂™↓≤╩ ─℮ⅎ USBⱷ⸗ꜞ CD-R≢ ⇔≡ↄ∞↕™ MO

DVD CD-RW│ │ ─≤⅔╡≢∆  

9 月 19 日(木) 11:30 まで 

ⱶ▬♃▪◖ה 1 ─ │ 9 19 ( )14:00 15:00 ◖▪♃▬ⱶ 2 ─ │

9 19 ( )15:00 16:00 ≢∆ ↔ ─◖▪♃▬ⱶ─☻◔☺ꜙכꜟ╩↔ ↕╣ ─ ∆╢◖▪♃▬ⱶ≢│

ⱳ☻♃כ─ ≢ ╩ ∫≡ ↕™  

─כ♃☻ⱳה │9 20 ( )─12:30 ⅛╠─30 ⌐ ≢ ⇔≡ ↕™ ╩ ⅞≡╙ⱳ☻♃

╩כ ╡ ↑√╕╕─ │ ⅜ⱳ☻♃כ╩ ╡ ⇔╕∆ ╡ ⇔√ⱳ☻♃כ│ │

≢ ™√⇔╕∆⅜ │ ⇔╕∆  

─כ♃☻ⱳה │ ─√╘ ↑ ↑╕∑╪ ⌐ ≢ ⇔≡ↄ∞↕™ ⱳ☻♃כ╩ ╡

↑╢ ⇔Ⱨfi │ⱪכ♥꜡☿ ⌐ ⇔≡™╕∆ ⌂≥│ ⇔≡ↄ∞↕™  

─≤⌂ PCה ≢♦⸗fi☻♩꜠כ◦ꜛfi╩ ∫≡╙ ™╕∑╪⅜ │№╡╕∑╪ ╕√ ⅝⌂ ─ ╢♦⸗fi

≤⌂fiꜛ◦כ꜠♩☻ ─ ┼─ ≤⌂╢ │↔ ↄ∞↕™  

ה ─№∫√ ╕√│ ─ ⅛╠ ╩ ⇔╕∆ ─ ⱪ꜠♀fi♥

fiꜛ◦כ ⌂≥╩ ⌐ ⇔╕∆ ⱳ☻♃כ⅔╟┘ ─ 4 ⌐≈™≡ ≢√ ⌐

╩ ╙ ≢√ ⅔╟┘ⱳ☻♃כ ⌐ 1 ╩ ⇔╕∆  

21ה ─ 10:30 11:30 ⌐ ™≡ 11:30 12:00⌐ ─ ╩ ™╕∆  
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２．公開シンポジウム 

↓─◦fiⱳ☺►ⱶ│  ─ ─ ╩ ↑≡™╕∆  

【テーマ】 

₈ ─ ≤ ╩ ⅎ╢₉ 

 

【企画のねらい】 

≤ ┌╣╢ ↄ─ │ ≤─⅛⅛╦╡─ ≢ ─ №╢ ה ה ╩ ╖ ─ ≤

─ ╩ √⇔≡⅝╕⇔√ ⇔⅛⇔ ⅛╠ ─ ╛ ⌐╟∫≡ ─ │ ─

╩√≥╡╕⇔√ ∕─ ─╙≤ ≢│ ≢│ ╛ ≢ ⅜ ⌐ ╖╠╣≡⅝╕

⇔√ ♦ꜟ♃⌐ ⇔≡™╢ │ ה ה ⌐ ↄ ≢│ ⅝⌂ ╩ ↑╕⇔√

ה ה ⌐╟╢ ⌂ ⅜ ↕╣╢ ≢│ ≤ ─ ה ╩ ↕

∑╢ ─ ⅜ ≤⌂∫≡™╕∆ ◦fiⱳ☺►ⱶ≢│ ↓─ ╩╘↨⇔√ ≤ ╩ ⇔╕∆  

 

【公開シンポジウム プログラム(案)】 

13 00     

13 10    Bae, YeonJae   

14 10   

  

Bae, YeonJae  

   

   

   

   

   

16:00   
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３．自由集会 

9≈─ ⅜ ↕╣╕∆ ⌐│ ⌐╟╠∏ ≢⅝ │ ≢∆  

 

「【幹事会主催】放射性物質動態と流域生態系」 

ה ה ( )  

ה 9 19 ( )9 00 12 00  C3  

ה 2011 3 ─ ╛ ⌐⅔↑╢ ⌐⅔↑╢ ─ ╛ ┼

─ ⌐≈™≡ ⅛╠ ╛ ↕╠⌐│ ⌐ ╢╕≢ ₁⌂⸗♬♃ꜞfi◓╛ ⅜ ↕╣≡™╢

╩ ⅜ⱪכꜟ◓⌂╕↨╕↕⌐ ╩ ╘≡⅔╡╕∆⅜ ↓╣╕≢─⸗♬♃ꜞfi◓─ ╛

⌐≈™≡ ╩™√∞⅝ ∕╣╠─ ─ ⌂ ╩ ℮≤≤╙⌐ ─ ⌂⸗♬

♃ꜞfi◓╛ ─ ─ ─ ≤─ ⌂≥╩ ╘≡ ╩ ╘╢

≢№╢  

「【幹事会主催】震災と環境対策」 

ה ( ה( ( ) 

ה 9 19 ( )16 00 19 00  C3  

ה ─ ה ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ ╩ ─ ⅛╠ ∆╢ ↓─

╩ ⌐ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ₁⌂ ⅛╠ ╩ ℮ ─ ₁⌂ ╩ ⇔

╩ ∆╢ ╕√ ↓╡℮╢ ה ה ⌐⅔↑╢ ה ⌐⅔™≡ ⌐

╩ ℮√╘⌐ ∆═⅝ ⌐≈™≡ ╩ ╘ ≤⇔≡ ╡ ╗═⅝ ⌐≈™≡ ╩

∆╢↓≤╩ ╖╢  

「河床の見方‐水工学と生態学，河川中上流域を中心として‐」 

ה ( ה( ) 

ה 9 19 ( )16 00 18 00  C2  

ה ─ ─ │ ♄ⱶ ─ ╛ ─ ╡ ╖ ≢ ↕╣≡⅔╡ ≢

⅜ ╖≈≈№╢ ⇔⅛⇔ ─ ⌐⅔↑╢ⱴ▬◒꜡Ɫⱦ♃♇♩ │ ⌂ ╡ ╖⅜ ≢№

╡ ₈ ⅝ ╡ ╖ ₉≤™∫√ ⌂ ⅛╠─ ⅜ ⌂™ ╩꜠ⱦꜙכ∆╢≤

⅜ ─ ⌐⅔↑╢Ɫⱦ♃♇♩ │ ⌐⅛⌂╡ ╣≡™╢ ╩╙√↨╢╩ ⌂™ ⌐№╢  

│ ≤Ɫⱦ♃♇♩ ─ ─ ≤⌂╢ ≢№╢⅜ ⌐│ ─ ⅜

↕╣≡™⌂™╟℮⌐ ╦╣╢ ↓∕ ≤╡╦↑ ─ ≤

Ɫⱦ♃♇♩ ─ ≤⇔≡─ ─ ≢│⌂™⅛  

─ ⌐ ≠⅝ │ ─ ⌐╕≈╦╢ ◘▬♪─ ◘▬♪─ ╩

⅝⌐ ─ ─꜠ⱦꜙכ≤ ⌐╟╢ ─ⱴ▬◒꜡Ɫⱦ♃♇♩⌐ ⇔√

⌂ ⌐≈™≡ ∆╢≤≤╙⌐ ─ ─ⱴ▬◒꜡Ɫⱦ♃♇♩ ─ ⌐≈™≡ ⇔╟℮≤™

℮╙─≢№╢  

「震災復興に応用生態工学はどのような貢献ができるのか：岩手県大槌町での取り組み」 

ה ה  

ה 9 20 ( )15 30 17 30  C1  

ה 2011 3 11 ⅜ ⇔ ⌐ ⌂╢ ╩╙√╠⇔√ ≢│

─ 10 ─ ≤ ─85 ─ ≤™℮ ⌂ ╩ ↑√ ⅛╠2 ⅜ ⇔

⌐ ↑√ ⅜ ╖≈≈№╢ ∕─ ≢ ─ ⌐ ↑√╕∟≠ↄ╡─ ≢│ ╩
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╗ ה │ ⌐╟╡ ⌂ ╩ ↑╢ ⅜№╢∞╤℮ ≢│ ≤™

℮ ⅜ ╙ ↓╡ ╢ ⌐╟╢ ╙ ⌐ ╣≈≈ ─ ⌐≥─╟℮⌂☻♃fi

☻╩╙∫≡ ⇔ ╢─⅛ ⌐≈™≡ ≢─ ╡ ╖╩ ⌐ ⇔√™  

「ダム下流生態系」 

ה ה ☿fi♃כ  

ה 9 19 ( )9 30 11 30  C2  

ה ♄ⱶ│ ─ ╩ ╗ ₁⌂ ⌂≥ ─ⱨꜝ♇◒☻ ≤ ╩ ↕

∑╢↓≤≢ ⌐ ╩ ⅎ╢ ─ │≢ⱪכꜟ◓─₁ ─ ⌂ ╩ ╕ⅎ

≈≈ ♄ⱶ─ ⌐ ∆╢ ≤ ╩ ∆╢ ─ ─ ╖╩≈ↄ╢↓≤╩ ≤⇔≡2008

⅛╠ ╩ ∫≡⅝√ ↓─ ≢│ ╕≢─ ─ ╩ ⇔ ↄ─ ≤ ╩∆╢↓≤≢ ⌐

∆╢ ⌂ ╖╩≈ↄ╢↓≤╩ ⇔√™  

「ダム湖エコトーン（水位変動帯）の応用生態工学」 

ה ה ☿fi♃כ ה ה  

ה 9 19 ( )16 00 18 00  C1  

ה ᵑ▪☺▪⸗fi☻כfi ─ ≢│ ╒╓ ╕∫√ ⌐ ⅜№╢ ≢ ⌐│ ≤⌂╡╛∆

™ ↓╣│ ─ ≢№╢⅜ ♄ⱶ≢│↓─ ╩ ⇔ ♄ⱶ─ ⅜

⌐ ╩ ↄ ⇔ ⌐ ╩ →╢₈ ₉╩ ⇔≡™╢ ᵒ₈ ₉─♄

ⱶ≢│ ≤ ≢ ⅜╖╠╣╢√╘ ♄ⱶ ⌐│ ⅜fiכ♩◖◄⌂ ↕╣

─ ╛⅛⌂ ⌐│ ⅜ ∆╢ ᵓ♄ⱶ │ ⌐ ─ ≤ ═≡ ⅝⌂

╩ ≈√╘ ╛ ─ ─ ╩ ↄ ↑ ⌐│ ⌂ ⅜ ⅜╢ ᵔ ╛ ⅝

⌂ ⌐ ∫≡ ♄ⱶ ≢│ ≤│ ⌂∫√ ─ ה ╩fiכ♩◖◄⌂ ↕╣

⌂◒כ♬ꜚ╙≡╖⌐ ≢№╢  

≢│ ↓╣╠╩ ⇔ ♄ⱶ ─fiכ♩◖◄─ ⌐ ∆╢ ╛ ⌐≈™≡

∆╢₈♄ⱶ₉≤™℮≤ ™╕╕≢ ┼─ ┌⅛╡ ╡ →╠╣≡⅝√ ⅜№╢⅜ ♄ⱶ ⌂╠≢│─

╙ ∆╢ ♄ⱶ ─fiכ♩◖◄ ╛ ⌐ ⇔ ─ ╛ ─√╘⌐♄ⱶ

⅝═╢№─fiכ♩◖◄ ⌐≈™≡ ⇔√™  

「小さな自然再生が中小河川を救う」 

ה  

ה 9 19 ( )9 30 11 30  C1  

ה ─ELR2012 ≢│ ₈ ↕⌂ ⅜ ╩ ℮ ₉⅜ ↕╣ ⌐⅔↑╢

↕⌂ ─ ⌐ ∆╢ ה ⅜ ╦╣√ ∕↓≢│ ה ה ⌐⅔↑╢ ╡ ╖⌐≈

™≡ ⅜ ╦╣₈Ᵽ▬◌⸗◦ꜗfiⱪ₉₈כⱣכⱩ ₉₈ ╩ ™√ ₉⌂≥ ─ ⌐╟∫≡╙

⌂◒כ♬ꜚ⌂ ⅜ ↕╣√ ≤─♦▫☻◌♇◦ꜛfi─ ≢│₈ ↕⌂ ╩ ≠ↄ╡

─ ≢─ ≠↑╩ ⌐∆═⅝₉₈ ↕⌂ ─ ─ ה ⅜ ₉₈ ─ ≠ↄ╡─♠

╙≡⇔≥ꜟכ ₉⌂≥√ↄ↕╪─ ⅜ ↕╣ ⌂ ⅜ ╦╣√ ≢│ ⌐⅔↑╢∕─

─ ╡ ╖⌐≈™≡ ∆╢≤≤╙⌐ ╦╣√ ↕⌂ ─ ╩ ╕ⅎ≡ ᵑ ≠ↄ╡─

≢─ ↕⌂ ─ ≠↑╛ ᵒ ↕⌂ ╩ ∆╢℮ⅎ≢─ ≤ ⌐≈™≡ ⇔√™  
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「応用生態工学会 テキスト刊行委員会」 

ה  

ה 9 20 ( )15 30 17 30  C2  

ה ♥◐☻♩ ≢│ ─ ─☻ⱦכ◘─┼ ╩ ≤⇔≡

─ ≤⌂╢♥◐☻♩ ╩ ⇔≡™╢ ⇔√ ≢│ ♥◐☻♩ ─ ⅎ ∕⇔≡

─☼כꜞ◦ ─ ⌐≈™≡♦▫☻◌♇◦ꜛfi╩ ∫√ │ ⇔≡™╢

─♥◐☻♩─ ⌐≈™≡╟╡ ⌂ ╩ ℮≤≤╙⌐ ─ ─ ≤⇔≡ ∆═⅝

⌐≈™≡ ≤ ╩ ™√™  

「汽水域における空間分布モデル」 

ה ה ה  

ה 9 20 ( )15 30 17 30  C3  

ה │ ⅜ ↄ ╕√ ─ ⌂ ⅜ ∆╢ ⇔⅛⇔⌂⅜╠ │ ⌐

╟╡ ─▬fiⱤ◒♩╩ ↑≈≠↑≡⅔╡ ⌐ ↄ─ ⅜ ─ ⌐ ⇔≡™╢ ∕─√╘ │

─ ╛ ⅜ ≤⌂∫≡™╢ ∕─╟℮⌂ ⅛╠ ╩ ≤⇔√ ה │

ⅎ≡⅝≡⅔╡ ∕─ ₁⌂ ⌐≈™≡─ ╛ ⅜♃כ♦ ↕╣≈≈№╢ ╕√ ─

⌐≈™≡│ ╛ ⌂≥─ ╙♃כ♦ ↕╣≡⅝≡™╢ ⇔⅛⇔⌂⅜╠ ≢│∕╣╠─♦

⅜♃כ ─ ה ⌐ ↕╣≡™╢≤│ ™ ™  

╩♃כ♦─╠╣↓ ─ ה ⌐ ∆╢√╘─ ⅜₈ ⸗♦ꜟ⅔╟┘⸗♦ꜟ ™√

─ ₉≢№╢ ─≢ꜟכ◔☻ ⸗♦ꜟ│ ─ ≢ ⌐ ה ∆═⅝ ─

⌐ ≢⅝╢ ╛ ⌂≥ ╩♃כ♦─ꜟכ◔☻ ™√ ⸗♦ꜟ│ ה ⌐

↑√ ─ ה ╩ ∆╢ ≢ ⌂ ≤⌂╢ ₁⌂ ⌐⅔™≡ ⅛╠ ⌂☻◔

─ꜟכ ⸗♦ꜟ╩ ≢⅝╣┌ ╠╣√ ה ה ─ ≢ ⌐ ─ ה

─ ⅜ ⅎ╢╟℮⌐⌂╢  

∕↓≢ ≢│ ☿◓ⱷfi♩ ⱴ▬◒꜡Ɫⱦ♃♇♩≤™∫√ ─ ╢↑⅔⌐ꜟכ◔☻

≤™∫√ ─ ⌐╦√╢ ╩ ∆╢ ⅜ ⌐⅔↑╢ ₁

⌂ ה ─ꜟכ◔☻ ╩ ⇔ ⌂ ─ ─№╡ ⌐≈™≡ ∂╢√╘─ ⌐

⌂╢↓≤╩ ⇔≡™╢  
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４．エクスカーション 

│ ♦ꜟ♃ ⌐ ⇔√ ≢№╡ ≢fiꜛ◦כ◌☻◒◄ ╣╢ ╛ │

⅛╠ 6.0km─ ⌐ ⇔≡⅔╡ ∕─╙─≢∆  

≢│ ⌐№╡⌂⅜╠ ⌂ ⅜ ∫≡⅔╡ ╕√ ⌐╙ ╡ ╪≢™╕∆  

─ ╛ │ ⅛╠─ ─ ╩ ⇔≡™╢ ≢╙ ⌐ ⇔≡ ₁⌂

⅜ ╦╣≡™╕∆  

│≢fiꜛ◦כ◌☻◒◄ ∕─╟℮⌂ ─ ה ה ⅔╟┘ ⌐≈™≡ ₁⌂ ⅛╠ ┘╕∆  

 

【日時】 

  9 18  

  β ╙≥☻כ◖ │40 ≢ ≤⇔╕∆. 

   ᵑⱣ☻◖כ☻ 

     11:00      17:00   fiꜛ◦כ♥☻ 

   ᵒ  ☻כ◖

     16:00 
│∟↑╪╛│╕

  18:00    

βᵑⱣ☻◖כ☻≤ᵒ ⌐☻כ◖ ⇔≡ ↕╣╢ │, ─
│∟↑╪╛│╕

≢Ᵽ☻⅛╠ ┼≤ ╡

ⅎ⌐⌂╡╕∆(↓─ , │fiꜛ◦כ♥☻ ≢⅝╕∑╪).  
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【コース】 

ǀŪɎȷȱɶȷǁ  ( ה )   

 ( ☿fi♃הכ )  

 

 11 00  

   ѝ 

  
 ─ ⌐ ⅜╢ ≤ ה ꜜ◦ ─ ╩ ⇔╕∆.  
╕√, ≢│ ╛ ─ ╩ ™╕∆.  

   ѝ 

  
 ⌐╟╡ ↕╣√ ╩ ⇔╕∆.  
   ѝ 

  
 ╩ ╡⌂⅜╠ ╛ ⌂≥╩ ⇔ ⅛╠ ┼ ⇔╕∆.  
   ѝ 

ה  , ה ה  
 ╩ ⌡≡, ─№╢ ≤ ╩ ┬ , ─ ⌐ ↕╣≡

™╢ , , ⌐ ⇔√ ⌂≥╩ ⇔╕∆.  
   ѝ 

 ꞉fi♪  
 2005 ╕≢▬♃☿fiⱤꜝ⅜ ⇔√ ⌐ ╢ ─꞉fi♪  

╩ ⇔╕∆.  
   ѝ 

 ꞉fi♪ 
 ≢ ↕╣√꞉fi♪≢ ⌐╟╢ ╩ ™╕∆.  
   ѝ 

 ┤╣№™─  
 ╩ ⇔≡ ↕╣√ ─ ≢ ╛ ⌂≥─ 

╩ ™╕∆.  
   ѝ 

 fiꜛ◦כ♥☻ 
 ™ ⌐ ⅜ ↕╣╢ ה ⌐╟╢ ╩ ≤ 

≢ ⇔╕∆.  

   17 00  

 

ǀū  ȱɶȷǁ   Ⱨכ▪כꜟ  
 

 16 00  

  ѝ 

, ,  
 ─ ╖╛ ⌂≥⌐ ⅛╢ ╩ ─ ⅛╠ ⇔╕∆.  
  ѝ 

,  

 ─ ╛ ≢№╢ ─ ╩ ⇔╕∆.  
  ѝ 

 
 ≤ ∆╢ ⌐№╢ ╩ ─ ⅛╠ ≢ 

⇔╕∆.  
  ѝ 

 

   18 00  
 

Ӧʢ₲  

ῬП ₲  

′Ẏḷ 

′ɭɱɇ5  ֵ

ȢȽȹɱɏɧ 

ḜӔɭɱɇ  

Ẏ Ǽȓǉǋǵ  ST( ϑ) 

Ḫ′ 

ᶽ̯Ḫ′ 

ᾪ ′  
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５．懇親会 

│ 3 9 20 ─ ( ) ─ ╩ ∑∏⌐ ≢ ™╕∆

≤ ⅎ┌ ─ ╩≤╡ ⅎ≡⅔╡╕∆ ╕√ ─₈ ⅛╠℮╕™╙─╩ ∟ ╢ ₉

╙כ♫כ◖ ⇔≡⅔╡╕∆─≢ −└↔ ↄ∞↕™  

 

６．参加申し込み方法 

【申し込み先】 

ⱱכⱶⱭ₈─☺כ ⱨ◊כⱶ₉╙⇔ↄ♅ꜝ◦╟╡⅔ ╖ↄ∞↕™ │8 30

─⅔ ╡ ╖ │9 6 ≢∆   

FAX  E-mail ⌐╟╢⅔ │ ₐ ₑ⌐↔ ─ ╕≢⅔ ↕™  

FAX  03-5216-8520    E-mai osaka_17th@ecesj.com 

URL: http://www.ecesj.com/J/events/annual/17th_meet/17th_meet.html  

 

【参加料】 

〔１〕研究発表会 

6,000 10,000 ( )3,000  

⌐│ ⅜ ╕╣≡⅔╡╕∆⅜ ─╖ ─ │ 3,000 210 ╙↔ ↄ∞↕™

≢ ⇔≡⅔╡╕∆  

β ⌐ │№╡╕∑╪ 1,000 ≢⅔ ⅜ ≢⅝╕∆ ╖≤ ⌐⅔ ⇔ ╖ↄ∞↕™  

〔２〕エクスカーション 

ᵑⱣ☻◖3,000 ☻כ 4,500 ( ) 1,500 ╗  

ᵒ 3,000 ☻כ◖  4,500 ( ) 1,500  

β ,ŋo ─☻כ◖ ⌐ ↕╣╢ │ ─☻כ◖ ─ ≤⌂╡╕∆  

〔３〕懇親会 

5,000 . 

 

【参加料振込先】 

〔１〕郵便振替口座 

00140 7 404275 

 

〔２〕銀行振込口座 

 

( )1302920 

₡ ₢  (○►ꜜ►☿▬♃▬◖►●◒◌▬) 

 

７．お問い合わせ先 

 

ₔ102-0083 4-7-5 ꜡▬ꜘꜟⱦꜟ405  

TEL .03-5216-8401 FAX 03-5216-8520 

E-mail Osaka_17th@ecesj.com 

http://www.ecesj.com/J/events/annual/17th_meet/17th_meet.html
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－ 会場へのアクセス・会場案内 － 

【会 場】 

-site⌂╪┌ 

2 1 41  ⌂╪┌ 1ⱦꜟ  

 06-7665-0441  

 URL http://www.osakafu -u.ac.jp/isitenanba/map/index.html  

 

【会場までの主な交通機関】 

 

【会場 配置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１ 

Ａ２ Ｃ３ Ｃ２ Ｃ１ 

トイレ 

出入口 

http://www.osakafu-u.ac.jp/isitenanba/map/index.html
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－ プログラム・会場対応表 － 
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－ 研究発表会プログラム －

 

9:30 A-1.

9:45 A-2.

10:00 A-3.

10:15 A-4.

10:30 A-5.

10:45 B-6.

11:00 B-7.

11:15 B-8.

11:30 B-9.

11:45 B-10.

β ♃▬♩ꜟ─ ─₈ ₉│ ₈ ₉│
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13:00 C-11.

13:15 C-12.

13:30 C-13.

13:45 C-14.

14:00 D-15.

14:15 D-16.

14:30 D-17.

14:45 D-18.

15:00 D-19.
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9:30 E-20.

9:45 E-21.

10:00 E-22.

10:15 E-23.

10:30 F-24.

10:45 F-25.

11:00 F-26.

11:15 F-27.

11:30 F-28.



応用生態工学会ニュースレター  No.61 （2013 年 8 月 22日） 

 

 18  

  

13:00 G-29.

13:15 G-30.

13:30 G-31.

13:45 G-32.

14:00 G-33.

14:15 H-34.

14:30 H-35.

14:45 H-36.

15:00 H-37.
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13:00 I-38.

13:15 I-39.

13:30 I-40.

13:45 I-41.

14:00 I-42.

14:15 J-43.

14:30 J-44.

14:45 J-45.

Relations of aquatic habitat structure to reach-scale channel configuration and

Mikyoung CHOI

Effect of calcium and magnesium on growth and calcite formation of Chara
fibrosa

Mudalige Don Hiranya Jayasanka Senavirathna

Performance of two invasive vines on contrasting floodplain soils subjected to

Md. Harun Or Rashid

Uddin F.M. Jamil 

Characteristics of Cross Sectional Shape and Sediment Dynamic in Meandering

Hendra RAMDHANI
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PA-1.

PA-2.

PA-3.

PA-4.

PA-5.

PA-6.

PA-7.

PA-8.

PB-9.

PB-10.

PB-11.

PC-12.

PC-13.

PC-14.

β ♃▬♩ꜟ─ ─₈ ₉│ ₈ ₉│

Sodouangdenh Somsanouk
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PC-15.

PC-16.

PD-17.

PD-18.

PD-19.

PE-20.

PE-21.

PE-22.

PF-23.

PF-24.

PF-25.

PF-26.

PF-27.

PF-28.

Pistia stratiotes

ŭ
13
ŭ

15
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PF-29.

PF-30.

PF-31.

PG-32.

PG-33.

PG-34.

PG-35.

PG-36.

PH-37.

PH-38.

PH-39.

PH-40.

PH-41.

PH-42.

PH-43.

PH-44.

Egeria densa

Egeria densa

ɓ
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PI-45.

PI-46.

PI-47.

PI-48.

PI-49.

PI-50.

PI-51.

PI-52.

PI-53.

PI-54.

PI-55.

PI-56.
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PI-57.

PI-58.

PI-59.

PI-60.

PJ-61.

PJ-62.

PJ-63.

PK-64.

PK-65.

PK-66.

PK-67.

PK-68.

PK-69.

PK-70.
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3 次期役員募集・推薦委員会報告 

ה                               

                                    

                                    

                                         

  │ ≢№╡⁸6 1 ╟╡6 30 ─ ≢⁸ ─ ╩ ™╕⇔√.↓─ ⁸

⌐⁸ 1 ⁸ 3 ⁸ 15 ⁸ 2 ─ 21 ─ ╖⅜№╡╕⇔√.  ↓╣╩ ↑⁸ 2

ה ╩7 1 ⌐ ⇔⁸ 21 ─ ╩ ⇔╕⇔√─≢↔ ⇔╕∆.  

    +++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

[ 1 ]  

      

 

[ 3 ] 50 ⁸  

      

      

      

 

[ 15 ] 50 ⁸  

       

      

      

      

       

      

       

       

     ™≢№  

      

      

ה      ☿fi♃כ ☿fi♃כ  

     

     ☿fi♃כ  

      

 

[ 2 ]  

        

      ™≢№   
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4 行事案内 

4-1 応用生態工学会 第５回フィールドシンポジウム in  北海道 

応用生態工学札幌セミナー「本来の川を取り戻すために…その８」 

 

テーマ：「水・土・緑（生物）をレジームとしてとらえる」 

 

趣 旨： 「アンシャンレジーム（歴史）」、「戦後レジーム（政治）」、「レジームシフト（科学）」等々…. どこかで『レジ

ーム』という言葉を聞いたことがあると思います.  

本シンポジウムは、『レジーム(体制，仕組み，基本構造) 』という大局的な見方で、砂礫河川のメカニズムの

一端について講演と現場を通じて考える機会です.  

土地利用や上流に造られたダムは、河道やその周辺の水・土砂・緑(生物)に少なからず影響を与えています.

相互に関連しながら時間をかけて、その影響に応答しながら適応しつつ、現在の河川環境が形成されています.

今は、知らぬ間に『レジーム』が変わったのか、もしくは、変わりつつあるのかもしれません.  

応用生態工学会では、現場のニーズに応じた研究テーマの発掘等を目的に、全国大会とは別に各地で“フィー

ルドシンポジウム”を開催しています. 今回（５回目）は、十勝川水系札内川で行われている“かわら”再生の現

場を視察します. 川の要素である水と土砂と緑（生物）のトータルをレジームとしてとらえ、土砂水理学や河川生

態学及び河川管理の目で分析していきます.  

 

日 時：２０１３(Ｈ２５)年８月２６日(月)  シンポジウム １１：００～１７：３０ 

               ２７日(火)  フィールドツアー ８：００～１７：００ 

場 所：シンポジウム 札幌エルプラザ（札幌市北区北 8条西 3丁目[ 札幌駅北口徒歩 3分] ） 

    フィールドツアー 十勝川水系札内川(帯広市，中札内村[ 札内ダムから下流域])  

主 催：応用生態工学会札幌 

共 催：(独法)土木研究所 寒地土木研究所 

協 力：国土交通省北海道開発局帯広開発建設部 

 

☆シンポジウムプログラム 

８/ ２６(月)  札幌市（札幌エルプラザホール） 

 １１：００～１２：００ 基調講演「次世代に語り継ぎたいこと」 

    石城謙吉さん(北大名誉教授、前知床世界遺産会議委員長)  

 １３：００～１７：３０ 

  ①趣旨説明「水と土砂と緑（生物）をレジームとしてとらえる」 

中村太士代表（北海道大学大学院農学研究院 教授） 

②講演「河床形態、河道形状のレジーム論 

泉典洋さん(北海道大学大学院工学研究院 教授)  

③講演「流域地質構造が供給土砂を介して河川景観、水生生物に及ぼす影響」 

田代喬さん(名古屋大学大学院環境学研究科 准教授)  

④講演「これらの砂防がめざすもの」 

南哲行さん（北海道大学農学研究院 特任教授，元国土交通省砂防部長）  
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⑤講演「生息場環境の時空間変異と生物応答」 

根岸淳二郎副代表（北海道大学地球環境科学院 准教授） 

⑥研究紹介「札内川における水生生物の生息環境改善について」 

永多朋紀さん（土木研究所寒地土木研究所寒地河川チーム） 

 １８：００～ 懇親会             

 

☆フィールドツアー 

８/ ２７(火)  帯広市・中札内村（十勝川水系札内川） 

 ０８：００       JR札幌駅集合-出発※１ 

０８：００～１１：００ 札幌～JR帯広駅（バス移動）（道中の地形セミナー） 

   「道中の地形セミナー」：池田宏（元筑波大陸域環境センター） 

１１：００～１７：００ 十勝川水系札内川 現地視察（札内川ダム～十勝川合流点付近） 

   解説：北海道開発局帯広建設部／現地付近で調査中の若手研究者／ 

シンポジウム講師（泉・根岸・中村） 

１７：００       JR帯広駅解散（JR札幌駅までバス送迎有）※２ 

 

β １ 帯広からの参加希望者は集合場所をお問い合わせください.  

β ２ 札幌までのバスがでます.  

 

☆定 員    シンポジウム 150名／フィールドツアー40名（バス 1台） 

 

☆参加費   シンポジウム 2,000 円（学生無料）／フィールドツアー 3,000 円／ 

懇親会 4, 500 円 

 

☆申込先    北海道大学大学院農学研究院森林管理保全学分野 森林生態管理学研究室（中村研究室 近藤）  

sapporo.nakamuraken@gmail.com 

 

送信タイトル【応用生態札幌セミナー参加申込】 

メールには以下の内容を記入してください.  

１、氏名、フリガナ、性別 

２、所属先 

３、連絡先（所属・自宅の別を明記の上、郵便番号、住所、電話、メール） 

４、参加申し込み事項（シンポジウム、フィールドツアー、懇親会） 

５、合計参加料 

６、申し入れ事項 

 

 

 

 

 

mailto:sapporo.nakamuraken@gmail.com
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4-2 第 12回北信越現地ワークショップ in 福井 

「越前・若狭の里山とその保全・再生 －コウノトリを視軸として－」 

 

 ◘fi꞉◖fi  

 

 11 ⌐ ╩ ⇔≡⅔╡╕∆ 12 ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌐≈™≡↔ ⇔╕∆ ≢│

─ ה ⌐ ↑√ ₁⌂ ╡ ╖⅜ ╘╠╣≡⅔╡ ─ ≢│◖►ⱡ♩ꜞ╩◦fiⱲꜟ

≤⇔√ ≤⌂╡╦™ ─ ╩ ⇔√ ╡ ╖⅜ ╘╠╣≡™╕∆ ╕√ ╛ ⌂≥─ ╛

─ ≢╙ ₁⌂ ─ ─ ─ ╡ ╖⅜ ⅜∫≡™╕∆ ∕↓≢

≢│ ─ ≤⌂╢ ─ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ≢│ ה ─ ╛ ╩ ╘√ ─

≤ ∕─ ≤ ⌐≈™≡ ⅎ╢↓≤≤⇔╕⇔√  

 ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ≢│ ─ ⌐ ╦∫≡⅔╠╣╢ ₁⌂ ─ ₁⌐↔ ╩™√∞⅝ ⅛⌂

─◦fiⱲꜟ≢№╢◖►ⱡ♩ꜞ╩ ╡ ≤⇔≡ ה ─ ≢ ⅝≡™╢ ₁⌂ ≤ ∕─ ⌐ ↑√

╡ ╖⌐≈™≡ ⅎ╕∆ ╕√ ≤ ╦∑≡ ╙ ⇔╕∆ ─◖►ⱡ♩ꜞ ╛

≢ ↕╣≡™╢ ─ ╩ ╢ ╩☻כ◖ ⇔≡™╕∆ −└↔ ↄ∞↕™╕∆╟℮⅔

™™√⇔╕∆  

 

１）開催概要 

(1) 日程 

ⱪ  25♇ꜛ◦◒כ꞉ה 11  10:30 17:00 

fiꜛ◦♇☿כ♃☻ⱳה             12:20 13:30 

ה                         18:00 20:00 

ה       25 11   9:00 16:00 

 

(2) 会場 

ⱪ♇ꜛ◦◒כ꞉ה ₐ  ⱱכꜟₑ 29-15-1  

JR ╟╡  

SA☻ⱴכ♩ IC ETC ─╖6 00 22 00 ╟╡  

ה   ⇔  ₐ ₑ 20-52  

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ ╟╡Ᵽ☻  

ה JR ⅔╟┘  

 

(3) 主催等  

ה  

ה  

ה  

     

ה

ꜞⱣכⱨ꜡fi♩ ◖fi◒ꜞכ♩

ⱦ○♩כⱪ  
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２）プログラム等 

(1) ワークショップ 

ה A ₈◖►ⱡ♩ꜞ⅛╠ √ ─ ─ ≤∕─ ₉ 

ה     

ה A1₈ ⌐⅔↑╢◖►ⱡ♩ꜞ₈ⅎ∫∟╚╪₉─ ≥╪⌂ ⌐ ⅛╣≡ↄ╢─⅛ ₉

☿fi♃ה כ ─    

♩◒▼☺꜡Ɫ☻ⱪה     

ה A2₈ ⌐⅔↑╢◖►ⱡ♩ꜞ⅜ ℮ ≠ↄ╡─ ╖₉ 

    

ה A3₈ ⌐⅔↑╢ ₉ 

    

 fiꜛ◦♇☿כ♃☻ⱳה

 

ה B ₈ ─ ─ ≤∕─ ₉ 

    

ה B ₈ ─√╘─ ─ Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ₉ 

    

ה B1₈ ⌐⅔↑╢ ─ ₉ 

    

ה B2₈ ─ ⌐ ∆╢ ₉ 

    

ה  

     כ♃כⱠ▫♦כ◖

 

(2) 現地見学会 

♄ⱶ ⱦ○♩כⱪ ◄◖ⱦ꜠♇☺ ☿fi♃כ ◖►ⱡ♩ꜞ

│ ≤⌂╢ ⅜№╡╕∆  

 

３）参加申込等 

(1) 参加料 

ⱪ♇ꜛ◦◒כ꞉ה 1,500 500 │ ⌂™≢∆ 700 ≢⅔ ─ ⅜≢⅝╕∆

≤ ⌐⅔ ╖ↄ∞↕™  

ה   5,000 ⅔ ™ↄ∞↕™  

ה 2,700 1,200 700 ╩ ╖╕∆  

 

(2) 参加申込方法 

⌐ ╩↔ ─ FAX⇔≡ↄ∞↕™ ─E-mail ≢╙ ™√⇔╕∆ │

─ⱱכⱶⱭכ☺⅛╠♄►fi꜡כ♪≢⅝╕∆  
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(3) 参加申込・問合先 

  

TEL&FAX0778-62-8300 E-mail tayasu@fukui-nct.ac.jp  

 

(4) 申込締切 

 25 10 25  

25 11  

 

(5) 参加料振込先 

ₒ╝℮∟╞  x    00790-1-100369 

 

(6) 宿泊施設について 

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ ⌐│ ⅜ ⌂™√╘ ↕╣╢ │ ─ ╩⅔ ╘⇔╕∆  

  │∆  ∕╕╛╕ 60-1  0778-47-3368  

  ⱪꜝfi ⱪꜝfi ⅝ ╩ │ ⌂™≢∆  

  ⇔ ╖ ≢30 ─ ╩⇔≡№╡╕∆  

    ⅛╠≤ ─ ┼│ Ᵽ☻⌐╟╡ ⇔╕∆  

∕─ ─ ⌐ⱱ♥ꜟ⅜№╡╕∆  

 

 

 

 

4-3 ₈The 12th International Symposium on River Sedimentation (ISRS2013) ₉─↔  

 

 

₈The 12th International Symposium on River Sedimentation (ISRS2013) ₉─↔  

 

LOC of the 12th International Symposium on River Sedimentation  

WASER (World Association for Sedimentation and Erosion Research)  

UNESCO, IAHR ♄ⱶ

 

 

⌐⅔↑╢ ⅔╟┘ ⌐ ╢ ─ ╩ ╢√╘ ⅜ ⅛╠ ⌐ ⇔ ─

╩ ⇔ ╩ ℮↓≤╩ ≤∆╢. 
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 2013 9 2 5  

 ♥ꜟ◘ http://www.kyoto -terrsa.or. jp/  

HP  http://www.dpri.kyoto -u.ac.jp/~ISRS2013/default.html  

 

─ⱪ꜡◓ꜝⱶ│◐כⱡכ♩ 2   , Yitian LI 203

, ⱳ☻♃כ 71 ─ 276 ≢∆. 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ http://www.dpri.kyoto -u.ac.jp/~ISRS2013/TentativeProgram_v2.pdf  

│ ⇔≡™╕∆⅜ ╩ ⇔≡™╕∆.╕√ 9 3 ⌐│ ─ ─ ≤

─ ╡ ╖⌐≈™≡ ─ ⌐╟╢ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ ╩ ⇔╕∆. ─↔

╩⅔ ∟⇔≡⅔╡╕∆. 

  

 

HP⅛╠ ╖ↄ∞↕™ ○fiꜝ▬fi 8 9 . │ ₈ ₉≤

⇔≡ ⱷכꜟ ╩ isrs2013@uh31.dpri.kyoto -u.ac.jp ⌐ ⇔ ╩ ≢⅔

™ↄ∞↕™. 

WISA ─╖ ₈WISA ─╖ ₉≤ ⇔≡ ⱷכꜟ ╩ 

isrs2013@uh31.dpri.kyoto -u.ac.jp ⌐⅔ ╡ↄ∞↕™. 

 

Workshop on International Sediment Advancements (WISA) 2013 9 3  

 

09:00-10:00 ⅛╠─  

WASER Giampaolo Di Silvio (Universita di Padova, Italy)  

   IAHR Rollin H. Hotchkiss (Brigham Young University, USA)  

  IAHS , Mike Stone (University of Waterloo, Canada)  

⅛╠─ Hajime Nakagawa (Kyoto University, Japan)  

10:30-10:45 ⌐ ∆╢  

▬♬◦▪♥▫Ⱪ ISI , UNESCO Manfred Spreafico (Uni versity of Berne)  

10:45-12:30 ⱤⱠꜟ♦▫☻◌♇◦ꜛfi ♄ⱶ─ ≤  

⌂♄ⱶ≤ Rollin H. Hotchkiss (IAHR)  

♄ⱶ ≤ , Mike Stone (IAHS)  

    ≤♄ⱶ , Hajime Nakagawa (LOC)  

    ⌐⅔↑╢ ─ ≤ , Giampaolo Di Silvio (WASER)  

    ♄ⱶ⌐╟╢ ⌐ ∆╢ , Gerrit Basson (ICOLD)   

 

 

 

 

 

http://www.kyoto-terrsa.or.jp/
http://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/~ISRS2013/default.html
http://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/~ISRS2013/TentativeProgram_v2.pdf
mailto:isrs2013@uh31.dpri.kyoto-u.ac.jp
mailto:isrs2013@uh31.dpri.kyoto-u.ac.jp
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4-4 第 3回 遠賀川中島自然再生研究会の報告 

応用生態工学会 福岡 

酒井 奈美（西日本技術開発㈱） 

 

応用生態工学会福岡の取り組みとして、ニュースレターNo.60 でお知らせした遠賀川中島自然再生研究会を開催いたしま

したのでご報告いたします.  

 

＜遠賀川中島について＞ 

中島は、九州北部、一級河川遠賀川の下流に位置する中州で、国土交通省による遠賀川中島自然再生事業の対象地です.

自然再生事業では、遠賀川の流域や河川で失われた湿地を創出し、多様な生物が生息する河川環境を再生することを目的

に、掘削による湿地の再生やヨシ原の保全などを行い、次世代に引き継ぐ未来の遠賀川の川づくりが行われています.  

 

＜遠賀川中島自然再生研究会の概要＞ 

応用生態工学会福岡では、平成 23年度から「遠賀川中島自然再生研究会」を立ち上げ、国土交通省遠賀川河川事務所よ

り中島を研究フィールドとして提供頂き、学会員を中心とする研究会メンバーにより、応用生態工学的な研究を進めてい

ます.  

本研究会は、異分野の研究者同士の交流が促進されることに加え、得られた成果を行政や市民の方にも知ってもらうこ

とで、地域の自然環境の改善や学会の普及に繋げることを主な目的としています.  

 

遠賀川中島自然再生研究会 役員（敬称略） 

会長：島谷 幸宏（九州大学）副会長：荒井 秋晴（九州歯科大学） 

顧問：小野 勇一（北九州市顧問）事務局：応用生態工学会福岡 

会員の主な所属：大学・研究機関・国土交通省・市民団体・コンサルタント（これまでの参加者：約80名） 

主な研究分野：魚類・二枚貝・植物・水生昆虫・哺乳類 

 

＜第３回研究会内容＞ 

日時：平成 25年 6月 14日（金）14：00～17：15 場所：遠賀川水辺館 参加者：28名 

概要：これまでの研究成果として、研究者からは魚類・二枚貝・植物・水生昆虫などの状況と湿地環境との関わりについ

て発表されたほか、行政からは事業・モニタリングの成果報告、市民団体からは自然再生協議会としての活動報告が行わ

れました. また、中島の湿地の再生状況や今後の課題、研究会と市民団体との交流などについて活発な議論が交わされまし

た.  

 

＜今後の予定＞ 

今回の研究会では、会員から湿地環境の改良方法について提案があり、湿地環境をより多様にするための改良が予定さ

れています. また、研究会は概ね年1回程度の頻度で開催する予定です. なお、今後のご案内は学会メーリングリストで行い

ます.  

 遠賀川中島自然再生研究会では、どなたでも参加できる会です. 研究会の聴講、研究の参加ともに、お待ちしております.

研究の参加については、既に現地で研究をされている方との調整が必要となる場合もありますので、ご了承ください.  

【問い合わせ先】応用生態工学会福岡 酒井（n-sakai@wjec.co.jp ） 

 

mailto:n-sakai@wjec.co.jp
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第3回研究会の様子 

 

湿地改良のための現地視察の様子 

 

 

５ 理事会、幹事会報告 

5-1 第 55回幹事会報告 

日時：2013年 5月 21日（火） 10:00～1200 

場所：応用生態工学会事務所（麹町） 

 

１，第 64回理事会報告、それを受けての要検討事項 

  藤田幹事長から、第 64回理事会からの幹事会への指示事項などの要点の報告があった.  

２，海外学会派遣研究者･技術者の選定結果の報告 

  五味幹事より、2013年度海外学会派遣研究者･技術者の選定結果の報告がなされた.  

  ・これに関して、五味幹事他から 

   ① これまでは助成金の実績報告がされていなかった、今後制度の改善するにしても情報が蓄積しないのでは善し

悪しが分からない、実績報告の義務づけを考えたい.  

   ② 学会参加準備の都合も考慮し、選定された研究者への連絡の迅速化が必要なので、理事会にお願いしてメール

会議での承認を得る方向に動くこと. （理事会承認事項）  

３，第 9期 次期役員募集・推薦委員会の動き 

  ・推薦委員会の進行状況を事務局から説明、役員候補推薦公募作業を 5月末までに進めている状況を説明.  

４，大阪大会準備状況 

  ・大阪大会のすでに設定済みのセッションと、東日本大震災復興に関する課題をどの様にすり合わせるかが課題と認

識する、大阪大会実行委員会も認識は一致している.  

  ・国際交流委員会では、流域における放射能と生物の関係の調査実態をテーマにした国際シンポジユウムを検討中で

ある、開催場所は、東京、大阪大会が考えられるがまだ計画は固まっていない. 今後大阪大会とのすり合わせとも考慮

して、具体案を考える.  

 

５，幹事会の運営方法の変更 

  ・藤田幹事長から、理事-幹事の担当を明確にすることにより、①学会活動の活性化、効率化を図る、②学会活動への

より強い関与と関心を引き出す、③事務局の負担軽減を図る目的整理を行い、実行具体案として担当班（案）編成を

構築する叩き台が示された.  

  ・これに先立ち、萱場副幹事長から 上記理事-幹事担当班制を考えた背景整理図  
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   の説明があった. (資料省略)  

  ・各班でこれを検討し、理事会に何らかの形にまとめて、理事会資料とする.  

６，全国大会での賞の性格・あり方、学会として運営への関わり方 

  ・他学会と応用生態工学会大会表彰事例、目的設定等を調査のうえ、三宅幹事案が提示された.  

  ・いくつかのディスカッションがあり、幹事会としての合意がなされたので、その整理を三宅幹事が行い、理事会に

「応用生態工学会表彰規程」（仮題）として提案する.  

７，ICLEE運営問題 

  ・藤田幹事長から、ICLEE問題の背景説明があった.  この問題を当初からご尽力  

  されている中村太士先生が理事会で説明する理事会議題を予定する.  

８，事務局新体制移行後の状況報告と要検討事項 

  ・決算速報 事務局から 2012年度決算の速報値の説明があった.  予算との乖離    

   -4,286,011 円の発生理由としては 

年度内に収入経理する予定であった約 200万円の会費の自動振込事務作業が数日遅延し、2013年度収入に整理した

こと、会費収入が予定を下回ったこと、特別会計支出の増額があったことを説明した.  

  ・勤務状況が変化したが、現在の所大きな問題が無く進行している状況を説明した.  

 

 

5-2 第 65回理事会報告 

日時：2013年 6月 5日（水） 13:30～15:30 

場所：ダム水源地環境整備センター会議室 

 

 以下の 4項目を審議した.  

【審議事項-  1】海外学会等への派遣者募集要領の改訂（案） 

海外学会等への派遣者募集要領について、これまで国際交流委員会で選考し、「理事会」で決定する仕組みで運営されて

いる.  しかしこの方法では、派遣者への派遣決定の告知やニュースレターへの報告などが、国際交流委員会の審議から１

カ月半後と遅くなる傾向があった.  今後、派遣の決定や実施の迅速化のために、国際交流委員会でこれを決定することと

し、幹事会と理事会については、この決定経過を報告する変更案の審議を行った.  

 

また、例年派遣者からの助成金の決算報告が義務づけられていないことで、派遣費用が適切に使用され、また派遣先に

よっては、どの程度の不足額を自己資金で補足したのかについても十分な情報が得られず、今後の派遣事業の継続および

額の適切性を判断するためには、これらの情報が重要と考え、募集要項に、決算報告書の提出を義務つける文言を加える

こととしたい提案であった.  

 

改訂案についての多岐な意見があったが、理事会としては 選考の考え方を示した報告がなされることを前提として、

国際交流委員会で派遣者を選考、決定し、理事会では報告事項とする変更案を承認した.  

 

【審議事項-  2】ICLEEの運営問題への対処 

  現在の赤字運営状態に加えて、海外学会の離脱もあり、このままでは次号以降の発刊が危ぶまれる状態を解消する方

策を審議した.  

・これの対応に当たられている中村太士副会長から、連携していた KITLA（韓国）が脱会、KSEEは脱会予定（2013年）で、
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この状況では赤字となり英文誌の発行が困難になることを具体的に説明し、発行を維持するため、特に緊急的措置と短期

的処置についての理事会での了承を要請した.  

● 緊急的措置 

 ELRの残金を ICLEEに回してもらうように３学会で働きかける.  

→これによって、2014年１号までは、赤字による発刊停止を回避できるはず.  

● 短期的措置 

 非会員への掲載料の徴収 → 次号から実施.  

 会員外はページチャージ１万円を徴収する.  

 発刊前でアクセプトされている案件については遡及する.      

  →これによって、100万～150万円の収入を得る. 赤字からの完全脱却が可能.  

● 中期的措置  

 ページ上限の検討，ページ超過料金の徴収（会員も）の検討.  

 他学会への ICLEEへの加入の働きかけ（加盟の資格的条件は特に制限しない）.  

 個人会員を募集する. JECONE等を利用して個人会員（９０００円）を勧誘する.  

● 長期的措置 

 組織，運営の強化 

  ① 特集号を作るための大会の定期開催 

  ② 査読方針の見直しの検討（編集委員会で議論してもらう） 

  ③ 編集方針の見直しの検討 → 2014年には実施できるよう 2013年度内に準備 

④ 韓国との関係、相互理解を深める.  

  ⑤ 日本３学会の事務会議を機能させる.  

    国内事務体制（組織）の再構築 → ML等で、常に情報共有できるようにする.  

    年１会は幹事会（ICLEE担当者）が集まる.  

 

 ・理事会は、状況を理解し、緊急的処置、短期的処置について了承し、中、長期的処置については関係学会との調整を

待つことを決定した.  

  

【審議事項-  3】応用生態工学会 理事－幹事の担当性への移行について 

 藤田幹事長から、学会運営課題解決の迅速化、効率化と、会の活性化などを図る方策として、理事―幹事の班編制を構

築する担当性への移行案が提案された.  

■目的 

理事－幹事の担当を明確にすることにより 

・学会活動の活性化・効率化を図る.  

・上記により学会活動へのより強い関与と関心を引き出す.  

・事務局の負担軽減を図る.  

■担当班（案）について 

①財政・組織運営班 

賛助会員てこ入れ、一般・学生会員増てこ入れを行うとともに資金増案出・実行、法人化の検討を行う.  

②学術成果総括活動班 

応用生生態工学で得られた知見を整理し、会員向けに提供する.  
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③研究活動奨励班 

学会の研究のあり方を整理し、学会誌の方向性、賞のあり方や具体的内容を検討する.  

④技術援助活動班 

応用生態工学の知見を現場に導入することを目的に、その仕組み等を整備.  

⑤広報班 

学会のプレゼンス強化、会員サービス向上を目的として情報発信の方法等を検討（含む：HP管理、ニュースレターのあり

方改善）.  

⑥全国活動運営班 

応用生態工学会の活動を全国に展開する上での戦略と具体的な内容を検討する（含；全国大会運営の基本方針、地域研究

会のあり方、実勢分析）.  

⑦ICLEE対応班 

⑧特命班 

学会で解決すべき課題をアドホックベースで取り組む. 短期間で解決 

ひとまず、東日本大震災対応を含む大規模災害からの復旧と環境保全・復元 

→大阪大会につなげる 

 

■当面の進め方のイメージ 

・各班は、幹事会資料等の作成を行い、幹事会に持ち寄り議論. その結果を事務局長のサポート＋追加（事務局案件）を経

て、理事会資料とする.  

・②はテキスト刊行委員会と、③は会誌編集委員会と、④は技術援助委員会と、⑤は情報サービス委員会と、⑥は普及連

携委員会、国際交流委員会、各年の全国大会実行委員会と連携、⑦は国際交流委員会および③と連携 

 

■審議の結果、理事会では基本的方向を了承した上で、早急に班編制を構築するため、各理事と幹事は、それぞれ得意分

野でのリーダーシップを発揮し、幹事長と調整連絡しながら班編制を構築し、まずは動き出すことを要請した.  
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【審議事項-  4】応用生態工学会 幹事会・特別班（大震災対応）の提案 

 藤田幹事長から、学会として取り組むべき最重要課題であるとの基本認識のもと、応用生態工学会として、急ぎかつ

的確に対応するため、審議事項－3 の理事－幹事の担当性 を活用し、「応用生態工学会 幹事会・特別班（大震災対応）」

を構築し、今後長期的な視野で取り組むべきこの課題を、まずは以下の取り組みを開始することの了承を得たいとの提案

があった.  

理事会では、まずはこの時期での大阪大会での発表者の見込みについての意見交換があり、発表者の申し込み状況（6

月 1日～30日）も見ながら、学会員内（外）からの発表者について、発表者と内容の見込みをはやめに見極めること、大

阪大会のプログラムとの調整を緊密化すること、費用経費についても調整することなどを折り込み、提案を了承した.   

特に今回学会側が発表を希望する課題については、必ずしも学会員である可能性は低いので、発表は学会員に限るとし

たルールを前提にしながらも、所期の研究成果の発掘を成功させるよう、経費の確保方策を含めて、弾力的運用を図るこ

とが必要と認識された.  

 

 

【審議事項-  5】研究発表会の 賞 について 

 ・1月 16日第 54回幹事会で具体的に問題提起がなされ、55回幹事会でこれまで明文化 

されていなかった 賞 を明文化、制度化するための「優秀発表賞（案）」を審議した.  

 

・理事会では、受賞数について意見交換があったが、提案内容を了承し、大阪大会から適用することに決した.  なお、

この件については、議論があった受賞対象数について修文し、8月 23日の理事会での報告に先立ち、メールを持って報

告し、大阪大会から適用することとなった.  

 

 

応用生態工学会優秀発表賞表彰規定（案） 

 

1．目的 

研究発表会における発表の質の向上と，さまざまな活動内容と立場の会員の学会参加・発表に対する意欲向上を目的とす

る． 

 

2．賞の種類 

応用生態工学会研究発表会における秀でた口頭発表およびポスター発表に以下の優秀発表賞を授与する．なお，研究発表

賞は基礎的・応用的研究に関する発表を，事例発表賞は実践的活動に関する発表を対象とする． 

 ・優秀口頭研究発表賞   （若干名，対象：「研究」区分で応募した口頭発表） 

 ・優秀口頭事例発表賞   （若干名，対象：「事例」区分で応募した口頭発表） 

 ・優秀ポスター研究発表賞 （若干名，対象：「研究」区分で応募したポスター発表） 

 ・優秀ポスター事例発表賞 （若干名，対象：「事例」区分で応募したポスター発表） 

口頭／ポスターおよび研究／事例の別は申込時に自己申請する．上記のうち，最も秀でた口頭発表およびポスター発表に

以下の最優秀発表賞を授与する（研究，事例の別を問わない）． 

 ・最優秀口頭発表賞   （1名，対象：口頭発表） 

 ・最優秀ポスター発表賞 （1名，対象：ポスター発表） 
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3．対象者 

以下のうち，申込時に審査対象になることを希望した発表の登壇者を審査の対象とする． 

 1）若手研究者（学部学生，大学院生，ポスドク等の若手会員） 

 2）現場技術者または行政担当者 

1），2）ともに研究発表賞もしくは事例発表賞に応募できる．過去に最優秀発表賞の受賞暦のある者は応募できない（研究，

事例の別を問わない）．申込時から登壇者が変更された場合は審査対象から除外する． 

 

4．審査基準 

下記の 5審査項目について各 5点満点で採点する（計 25点満点）． 

 1）応用生態工学的な論点の明確さ（応用生態工学的な位置づけが妥当か？） 

 2）論理の明確さ（発表全体を通して論旨が明瞭か？） 

 3）学術的な独創性（着眼点や，結果，結論に独創性があるか？） 

 4）発表のわかりやすさ（発表資料および説明の質は高いか？） 

 5）今後の自らの取り組みの参考になったか（応用生態工学の発展に寄与するか？） 

 

5．実施 

・大会実行委員会および数名の担当幹事により優秀発表賞審査委員会を組織する． 

・幹事会が作成するマニュアルに沿って優秀発表賞審査委員会が賞を運営する． 

・担当幹事が審査員を選出，依頼する． 

・審査対象となる発表の共同研究者ならびに関係者は当該発表の審査員に就任できない． 

・審査員数は概ね以下の通りとする． 

 口頭：3審査員／会場 

 ポスター：3審査員／10-15件 

・審査結果に基づき優秀発表賞審査委員会が受賞者を選考する．審査員により採点傾向が大きく異なる場合は平均偏差値

等の指標を用いる． 

 

6．授与・公表 

・公開シンポジウム冒頭の表彰式にて学会長が賞（学会長名義）を授与する． 

・受賞者リストおよび受賞ポスターを開催期間にわたり掲示する． 

・受賞者リストおよび講評をニュースレターに掲載する． 

 

 

報告事項は以下の 7項目であった.  

ₒ - ₓ 55  

【報告事項-  2】大阪大会の準備状況 

【報告事項-  3】第 9期 次期役員募集・推薦委員会の動き 

【報告事項-  4】2013年度 海外学会派遣研究者・技術者の審査結果 

【報告事項-  5】テキスト刊行委員会  

【報告事項-  6】会誌編集委員会 

【報告事項-  7】2,012 年度決算（概要） 
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６ 委員会報告 

6-1会誌編集委員会報告 

                                   編集委員長 森誠一  

平成 25年度第１回会誌編集委員会は、2013年 5月 21日 16：00～18：00に応用生態工学会事務局で開催した. 出席者は森

委員長、風呂田委員、鎌田委員、小出水委員、西委員、大野委員、角委員の 7名で、その議題内容は以下のとおりである.  

 １．前回(2012.9) 議事録の確認（報告） 

 ２．会誌発行状況、編集作業の進捗状況（報告・意見交換） 

 ３．「レポート」投稿実現策について（意見交換） 

 ４．その他（意見交換） 

  １）次の特集企画・時期等 

  ２）次期の編集委員会体制等 

議事内容 

１．前回(2012.9) 議事録の確認（報告） 

１）担当編集委員から査読の依頼に対する回答および依頼取り止めの判断の遅延が、査読全体の遅延に繋がっている

ケースが多い.  

２）編集作業の迅速化のため、担当編集委員にはシステム上にある専門分野欄の記入を求めたい. また、今後の査読

者選定ができるだけスムースに進むように、査読者を承諾いただいた方にも専門分野に記入をお願いする必要がある.

編集委員会担当委員（西）より、専門分野記入の依頼を行う方向で検討する. 編集委員の実態を把握することで、例

えば不足専門分野の補強につながり、編集体制の強化を諮ることになる.  

２．会誌発行状況、編集作業の進捗状況（報告・意見交換） 

１）中国からの投稿がまた最近あり、内容が応用生態工学会の趣旨に合わないもの、非会員であるものがあったので、

委員長判断で断り理由や相応しい投稿先（具体の学会名は記していない）を示唆して返却したものがある.  

２）査読依頼した予定者の非回答による依頼取り止めの期限を原則２週間とし、それ以後は新規に査読依頼する. ＜持

ち回り審議事項＞ 

３）最近、査読・採否決定に掛かる日数は全体的に改善されてきたが、２、３の遅延原稿がある. 担当編集委員にリマ

インダー督促依頼を送付している.  

４）査読結果の遅延についてのリマインダーメールが、一部の担当編集委員に届いていないようである. 現在、査読の

自動リマインダーメールは、査読者のみに送信されるようになっている. この設定を変え、担当編集委員にも同時に自

動的に送付する方法はない. 査読者に手動でリマインダーメールを送信する際に、担当編集委員を cc に入れることは

可能なので、編集事務局で対応することが必要である.  

５）投稿数は、ここ３年ほどやや増加傾向にある. 23年度の受理数と不採択数は、それぞれ前期＝14：8、後期＝17：

7であった（24年度は作業中もあるため未確定）. 一定のレベルを保持していると判断している.  

６）引用文献は、読者にとって参照可能である必要がある. 著者自身の未発表データで補完的に論を進めてよい場合も

あり、ケースバイケースの判断が必要だが、自明ながら非公開や他者所有のデータに依存して構成されている論文は

不採択とする.  

７）編集委員は編集時に、前記のように引用文献の位置づけや、データの所在・公開性についても留意する必要があ

る. また、行政所有などのデータを使用する際には、著者は、データ所有者を共著者に加えるか、あるいは投稿に際し

て公開の了解を得るなどの対応をするべきである.  

３．新投稿ジャンル「レポート」投稿実現策について（意見交換） 
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  １）新しい投稿ジャンル「レポート」を 16号から設置したが、現在、投稿数がゼロである. このレポートについては

非会員でも投稿可能（規約上、原著論文などは会員限定）となっている. この誰でも投稿可能ということを、もっと

アピールしてはどうか.  

２）当面、小出水委員に投稿が可能な方を打診していただくが、他の編集委員も引き続き投稿促進について検討する.  

３）大会要旨などからレポートとして投稿を受け付けたい発表の掘り起こしや、各委員が投稿依頼したい調査研究を

推奨する作業を行う.  

４）平行して、メーリングリストやニュースレターでの広報活動を展開する.  

４．その他（意見交換） 

 １）次の特集企画・時期等 

①土木学会の特集企画や河川技術シンポジウムとして樹林化が議論されているが、これらは応用生態の視点は少なく、

水理学的な検討が多い.  

②一方、応用生態には水工学系の投稿は少ないが、当学会の査読および採否決定が遅いとされていることも一因かも

しれない.  

③例えば大阪大会で自由集会を実施してもらい、その成果で特集を組むことなどを検討してはどうか.  

④震災については、１月のシンポジウム（竹門理事らが主導）は特集号にする計画で進んでいるはずである. また、昨

年の ELR2012の合同シンポジウムの結果もまとまれば各学会で報告されるはずである.  

⑤編集委員会マターではないが、できれば早々に学会としての震災に対する立場・見解が取りまとめられ、位置づけ

を明示されるとよいと思っている. 幹事会では、震災については今後意見の擦り合わせを行うことで話し合いが行われ

ている. 今後大会での対応も含め理事会でも議論される.  

 ２）次期の編集委員会体制等(現委員の任期は平成 26年 3月 31日まで)  

①編集委員会の来年度からの構成については、役員会からも意見を求める.  

②安定同位体や底質など化学分野のテーマが増えているので、この分野の担当できる編集委員の紹介推薦を理事会・

幹事会にもお願いしたい.  

③現在の委員には、適当な時期に留任の打診等を行う必要がある.  

④編集委員会事務局で、３月までのスケジュール案をつくって各委員に周知する.  

⑤今年は役員改選年で、新理事や幹事から意見を求め、その後編集委員会で体制を議論することを考えると、次回の

編集委員会は大会時ではなく、11月頃にすることも考えられる.  

⑥大会時（大阪）の編集委員会への委員の出席率が低い場合は、11～12月東京開催を予定する.  

以上 

 

6-2 情報サービス委員会報告 

                            情報サービス委員長 萱場祐一 

◇情報サービス委員会を開催したので、以下にその結果を報告する.  

◇開催日時等 

・平成２３年６月２１日 

◇出席者 

・島崎幹事、萱場幹事、小川事務局長 

 

◇概要 

１） HPの維持更新について 
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 現在は島崎さんのみが担当 ה

.HPの維持更新については学会員で分担する体制づくりが必要 ה  

更新しやすい ה HPへの移行も視野に入れる.  

.中期的課題として認識、今後対応方法を考える ה  

 

２） HPで発信する内容について 

.応用生態工学会はコンサルタント等が会員として重要な役割を担っている ה コンサルタントの方々のサービス向上の

一環として、行政の動向等でオープンにできるものは MLで発信してはどうか.  

.シンポの内容等を動画で配信する等のサービスも地方にいて大会に出席できない会員にとってはメリットがある ה  

 

6-3 テキスト刊行委員会経過報告 

テキスト刊行委員長 萱場祐一 

ợ 経過 

5/21 テキスト刊行委員会開催（応用生態工学会事務局） 

Õ 目次構成の修正 

Õ 対象事例の選定 

Õ 執筆者の確認 

 

7/21 根岸、永山、萱場で打ち合わせ（共生センター） 

Õ 7月中に各担当部分について詳細な目次構成の提出 

Õ 使用する図面の抽出、図面がない場合にはラフなスケッチを行うことを約束 

（参考） ラフスケッチからイラストの作成 １点、25,000円 

 

ợ 今後の予定 

Õ 8月中に内容の重複、抜け落ち等の確認を行う.  

－必要な図表等の確認 

－特に、イラストを作成する点数等の確認（予算執行の観点からも） 

Õ 応用生態工学会大阪大会自由集会において上記内容等の説明 

 

ợ 課題等 

Õ 工程はやや遅れているが今年中には草稿を取り纏め、レビュアーに査読をお願いしたい.  

Õ テキストとして盛り込むべきだが、知見が見当たらない部分がある.  

例、低水護岸による河岸拘束が河原形成に及ぼす影響等 

Õ 印刷・販売の仕方等の検討が遅れている.  

・図表等を PPTで会員に配信 

・簡易製本とするか、PDFでの配信とするか.  

・会員と費会員との差の付け方への考慮 
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８ 事務局より 

８-1 2013年度行事予定 

4.1 2013年度（平成 25年度）開始 

2.17～4.19 海外学会派遣研究者の公募 

4.24 応用生態工学会大阪大会第１回実行委員会 （大阪府立大学 I - site なんば） 

5月中旬 第 1回次期役員募集・推薦委員会 

5.21 第 56回幹事会             （麹町：応用生態工学会事務所） 
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5.21 応用生態工学会会誌編集委員会      （麹町：応用生態工学会事務所） 

5.21 テキスト刊行委員会           （麹町：応用生態工学会事務所） 

6.1 ニュースレター60号 発行 

6月中 次期役員･募集期間 

6.5 第 65回理事会             （麹町ＮＫビル 2階ＷＥＣ会議室） 

6.14 第 3回遠賀川中島自然再生研究会 in 福岡       （福岡県中間市中島） 

7.1  第 2回次期役員募集・推薦委員会 

8.1  第 57回幹事会 

8.9 ＜協 賛＞ 平成２５年度「瀬戸内海研究フォーラム in 山口」 

（宇部市文化会館文化ホール） 

8.22 ニュースレター61号 発行 

8.23 第 66回理事会 

8.26～27 第５回フィールドシンポジウム in 北海道 

（応用生態札幌セミナーその８） 

9.  会誌「応用生態工学 Vol．16-1」（発行予定） 

9.2～5 ＜後援＞  The 12th International Symposium on River Sedimentation 

(ISRS2013)                   （京都市：京都テルサ） 

9.18～21 応用生態工学会大阪大会 

9 月 18 日(水)： エクスカーション 

9 月 19 日(木)： ポスター発表，自由集会 

9 月 20 日(金)： 口頭発表，特別セッション，自由集会，懇親会 

9 月 21 日(土)： 第 17回総会，第 67回理事会, 第 58回幹事会 

公開シンポジウム 

（大阪府立大学 I - site なんば） 

9.25  

 

＜後援＞ 第 6回淡水魚保全シンポジウム淀川大会 

 ～地域でまもり, みんなで育む淡水魚～ 

（OITホールおよび研修棟(常翔学園大阪工業大学）)  

11月 8日（金）9

日（土 

第 12回 北信越現地ワークショップ in 福井 

越前・若狭の里山とその保全・再生（コウノトリを視軸として） 

11月 8日（金）：ワークショップ  （南越前町 南条文化会館） 

11月 9日（土）：現地見学（日野川魚道群、越前市エコビレッジ交流センター、

吉野瀬川ダム事業関連ビオトープ、コウノトリ飼育施設） 

11月上旬 2013年 応用生態工学会金沢 勉強会 

12.上旬 九州地区事例発表会 in 福岡            （福岡市内で開催予定）  

12.11 ニュースレター62号 発行（予定）（大会特集） 

12 会誌「応用生態工学 Vol．16-2」（発行予定） 

2.  第 68回理事会（予定）            

2.  ニュースレター63号 発行（予定） 
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2～ 2014年度海外学会派遣者募集（予定） 

2013年度終了  2013年度終了  
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